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第２1７回


憲法ひろば





　極右高市政権の誕生で、憲法９条はどうなるでしょうか。大きな不安を抱いて11月８日東京憲法会議事務局長・田中章史さん（写真左）のお話を伺いました。


　会場はたづくり１００２学習室、参加はネット視聴４人を含め25人でした。司会は石山久男世話人（写真右）、記録は石川康子世話人が担当しました。お話は極めて具体的、詳細にわたるものでしたので、要約の要約程度のものをお届けします。





議員も「憲法遵守」の宣誓署名をすべし！


　


　田中さんは所沢市職員として採用時、憲法遵守の宣誓書に署名し、素晴らしい内容なので、書き写して労働組合に加入。権力の末端で働く者として常に憲法を意識して働き、運動してきたことが退職後の今の活動につながったと自己紹介。しかし国会議員などは宣誓をしていない、当選証書を渡す前に宣誓すべきだと憲法への思いを語られました。





高市内閣の危険性





　高市内閣は高支持率というが不安を持つ人は多い。維新との連立合意書は驚くべきもので国旗損壊罪まである。台湾有事は自国存立の危機と国会答弁で明言したり、所信表明では大軍拡、安保三文書再改定の前倒しを主張。トランプ来日時アメリカの原子力空母の上でアメリカとの連帯演説をするなど危険なメッセージに溢れているが、やはり憲法９条が制約になっている。そのため９条２項(戦力不保持）の削除を含め９条改憲への圧力が強まっている。





改憲派の優勢進む





　２００７年「日本国憲法の改正手続きに関する法律」（国民投票法）によって両院に「憲法審査会」が設けられ、安倍政権との攻防が続いた。２０２２年総選挙で日本維新の会が議席を伸ばし、国民民主党と共に改憲へのアクセルを踏んで、憲法審査会の毎週開催、定足数にオンライン出席が含まれることを改憲の「予行演習」として多数決で決めるなど審議を加速させた。今夏の参院選の結果、参院憲法審査会は改憲派が77･７％になり、これまで比較的良識的だった議論も様変わりの可能性がある。





議員任期延長は９条改憲への突破口





　かつて明治憲法下、「選挙困難事態」の名目で衆議院議員の任期を延長、翼賛体制を作って日米開戦に突き進んだ苦い経験から、日本国憲法は、緊急事態条項を廃止し、その代わりに参議院の緊急集会を置いた。２０２３年５月自民党の新藤議員が、これは戦時を想定しない平時の規定であり、衆院解散後40日以内の総選挙、選挙後30日以内の国会開会を定めた第54条は参院緊急集会の期限を70日間とするとの解釈で、参院緊急集会では戦時の対応はできないとして、緊急事態下の衆議院議員の任期延長を求めた。この見解は両院での参考人長谷部恭男早大教授によって明確に否定されているにもかかわらず、今年６月、改憲５派（自民・公明・維新・国民・有志の会）により「緊急時の国会議員の任期延長に関する憲法改正の骨子案」が衆議院憲法審査会幹事会に提出されるに至った。改憲派が任期延長に拘るのは、憲法に緊急事態条項を入れ、９条改憲への突破口とするためだ。





不備だらけの国民投票法





　国民投票の実施方法を定める国民投票法は、最低投票率が定められていない、有料広告の規制がない、外国の介入への対策やＳＮＳ対策がない、公務員の運動が禁じられている等々、問題点が多く、検討課題となっている。国民投票についての情報発信を行う「国民投票広報協議会」についても未だに具体化されていない。内容についても、衆議院と参議院、各会派の内部でも見解の食い違いが見られるので、そう簡単に国民投票が実現するとは思えないが、参議院の憲法審査会には参政党が幹事を出し、自民と維新の政権合意もあり安心はできない。参議院で９条２項の削除を主張する政党が、自民１０１、維新19、国民民主　25、参政15、保守２、合計１６２となり、３分の２は１６５なので３名足りないだけだ。





傍聴も闘いの場





　私は憲法審査会を毎回傍聴している。参議院の審査会では傍聴者に資料が配られていなかったので、ある時会の終了直後に傍聴席から会長に資料の配布を要求、実現させた。傍聴はネットでもできるので、ぜひ傍聴してほしい。





　　石川康子・記
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